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I 病院調査病棟の日勤には通常設定時間の他に，勤務時間を後ろ

にずらした遅番が存在しており，それを含み集計している．また，

日勤，遅番の残業時間を除いた勤務時間はそれぞれ 8 時間 45 分

と同値であるため，5章の複数病院間比較分析に用いた［勤務帯］

の項目では遅番を日勤に置き換えてカテゴリ化した．

[ 注 ]

注 1）

感の正確な評価には長期的な観察が必要という示唆を得

た．また，Fig.4 で調査 1回目，2回目と共通して看護

負担感に影響があるとされた［1.仕事量が多く負担であ

る］，［4.見守りがしづらい部屋はあるか］の項目は，時

期に関わらず看護負担感に高寄与な項目であり，Fig.3

中のパターン（1-2，（2-1等の分析結果にも高寄与な項

目として抽出されていることを踏まえると，Ｉ病院の調

査病棟平面について，見守りがしづらい部屋を改善する

ことで看護負担感が軽減する可能性がある病棟平面であ

ると考えられる．

６．３ 複数病院間の看護負担感　　

　Fig.5の重回帰分析の結果から，各病院，各病棟によっ

て看護負担感とその要因となる項目が異なることから，

複数の異なる病棟平面，診療科，業務プログラムの看護

負担感を一律に評価できなかった．また，1病棟分のデー

タである（ロと比較して，複数病棟のデータの（ハ，（ニ

のR2乗値が低く，同一の病院・類似病棟平面であっても，

診療科の別や業務プログラムの差によって看護負担感因

子が打ち消し合い，複数の病棟を総合的に評価すること

は困難であった．病棟業務の看護負担感の評価・軽減の

ためには，病棟ごとに，その病棟の業務プログラムに対

応した病棟平面の検討が必要であると考えられる．

７．結論　　

　Ｉ病院の混合病棟の看護負担感に影響する項目とし

て，調査時期に左右されない因子，［1.仕事量が多く負

担である］，［4.見守りがしづらい部屋がある］を抽出

した．I病院の混合病棟平面において，看護負担感軽減

のためには，SSから EVの間や看護拠点の北側といった，

見守りづらい部屋を改善することが必要である．

　混合病棟を想定した複数病院間の比較分析からは，看

護負担感の軽減のためには，病棟ごとの業務に適した環

境が必要であることがわかった．しかし，各病棟の混合

した診療科に対応した平面を個々に展開する設計は現実

的ではないため，種々の診療科に共通する業務に対応す

る室（SS等）を中心とし，多様な使い方を想定した可変

性のあるフレキシブルな室（病室から看護拠点への変更

等）を含む平面計画が有効である．またそれらは，診療

科の混在度等に合致した運用が可能な，病棟ごとに使い

方を変化させることが望ましいと考えられる．

1.研究背景・目的

近年、森林の保全や地域の林業再生の観点以外にも、

木材が与えるあたたかみのある印象や落ち着き感などの

心理的効果、また調湿作用など優れた特性を活かすこと

を目的として、庁舎や教育施設などの公共建築物の内外

装を木質化する動きが見られている。また昨今では、都

心部のオフィスビルや集合住宅においてもクロス・ラミ

ネート・ティンバー（CLT）工法などを用いた木造建築を

採用する事例が増えてきており、その流れはより大きく

建築用途も多岐にわたる傾向があると云えるのではない

だろうか。

　そんな中、不特定多数の人が日常的に利用し、利用者

の落ち着き感などに作用する空間特性も求められる公共

建築のビルディングタイプに目を向けると、上述した教

育施設、また福祉施設などに比べ、医療施設への木造化・

木質化の事例は未だ数少ないと云えよう 1）。例えば、後

述する本研究で調査対象とした医療施設がある福島県で

は、公共建築における県産木材の利活用を目的（家具な

    Nationally, the number of building cases are increased that utilize local woods as 
structure and finish interior. This research conducted the evaluation to the users of 
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The target is the community-based pediatric clinic which is rebuilt from reinforced 
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ども含む）として、森林環境交付金（地域提案重点枠）2）

が交付されている。福島県内の７地域区分別にみると、

林業が盛んで山間地も多い会津地域や南会津地域、県南

地域に交付実績が多い傾向にあるが、人口の多いそれ以

外の地域でも実績がある。平成23年度から令和元年度ま

での交付実績57件中、主として建築部分への木材使用を

目的とされて交付され詳細が判る18件を見ても、医療施

設は1件も見当たらないのが現状である（図1、表１）。

これは、医療施設で実施される感染症対策において使用

される消毒液が、木質系の材料に使用が出来ないなどの

メンテナンスに関する課題が影響していると考えられる。　

そこで本研究では、未だ比較的事例の少ないと考えられ

る、木造化し内装を木質化した医療施設を対象に施設利

用者の評価を行う。調査対象は、近年、鉄筋コンクルー

ト造で内装も非木質の診療所（以下、RC造）から、待合

室や診療室を中心に木のあらわしも意識した木造に建て

替えた小児科診療所とし、その建て替え前後の施設利用

者の空間評価や意識調査の分析を行うことで、今後の医
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表 1　詳細が把握できた近年に森林環境交付金事業 （地域提案重点枠） で建設された福島県内の施設

図 1　平成 23 ～令和 1 年度の （地域提案重点枠） で

　　　 建設された福島県内の 7 地域区分別物件数

療施設の木質化に期待される効果や課題について考察す

ることを目的とする。

2. 既往研究

本論のように、木質化した空間に対する利用者の評価に

関する研究は、各種施設などを対象に調査が進められて

いる。例えば、教育施設では、福島らが行った「玉川村

小中学校における校舎内木質化工事が健康に及ぼした影

響」3）において、木材を利用することで、健康や精神の

状態が改善される可能性について、児童と教員を対象に

意識調査・保健室での統計による調査を行っている。また、

筆者らが行った「公共施設の木質化に関する研究-小学

校の教室空間に着目して-」4）では、児童・教員を対象に

木質化した小学校の印象評価について調査を行っている。

保育施設では、福島らが行った「内装木質化の保育室に

関する保育者による評価－保育室の内装木質化による保

育への効果に関する研究－」5）において、保育室の木材

使用割合で分類し、各保育室での保育方法や子供の様子

に対する保育者の相違から内装を木質化された保育室の

実施
年度

農林
事務所

市町村 建築種別 施設名 竣⼯年⽉ 階数 構造 延床⾯積 ⽊材使⽤

H24 県南 ⽮祭町 幼稚園 やまつりこども園 平成２５年９⽉ 平屋
⽊造

⼀部鉄筋コンクリート
⼀部鉄⾻造

1594.6㎡ 内外装材・構造材

集会所 ⼤倉⽮⾒ 平成２５年３⽉ 平屋 ⽊造 112.8㎡ 内装材・構造材
集会所 ⼆枚橋 平成２４年１２⽉ 平屋 ⽊造 110.0㎡ 内装材・構造材

H25 会津 湯川村 道の駅
道の駅あいづ

湯川・会津坂下
平成２６年10⽉ 平屋 ⽊造 1934.0 ㎡ 内装材・構造材

H26 県中 郡⼭市 福祉施設 希望ヶ丘学園 平成２８年２⽉ 平屋
⽊造在来

⼀部鉄⾻造
649.2㎡ 内外装材・構造材

⽩河市 集会所 集会所 東千⽥ 平成２７年３⽉ 平屋 ⽊造 75.8㎡ 内装材・構造材

⽮祭町 ⼩学校 ⽮祭⼩学校 平成２８年３⽉ ２階建て
鉄筋コンクリート

⼀部鉄⾻造
6027.3㎡ 内外装材

H26 会津 湯川村 役場庁舎 湯川村役場 平成２８年２⽉ ２階建て
鉄筋コンクリート

⼀部鉄⾻造
1840.8㎡ 内装材

H27 県北 国⾒町 道の駅 道の駅国⾒あつかしの郷 平成２９年３⽉ ２階建て 鉄⾻造 2785.8㎡ 内装材

H27 会津 会津若松市 幼稚園 北会津こどもの村幼保園 平成２８年２⽉ 平屋
⽊造

⼀部鉄筋コンクリート
2366.4㎡ 構造材・内装材

H27 県中 ⼩野町 集会所 ⼩野⼭神集会所 平成２７年１２⽉ 平屋 ⽊造 146.1㎡ 内装材・構造材
H27 南会津 南会津町 保育園 伊南保育所 平成２７年３⽉ 2階建て ⽊造 776.8㎡ 内外装材・構造材

集会所 旭町 平成２７年10⽉ 平屋 ⽊造 142.4㎡ 内装材・構造材
集会所 第⼀区 平成２８年５⽉ 平屋 ⽊造 138.3㎡ 内装材・構造材

集会所 東⼤⿊町 平成２８年６⽉ 平屋 ⽊造 106.8㎡ 内装材・構造材

H27 会津 ⻄会津町 ⼩学校 ⻄会津⼩学校 平成２７年３⽉ 2階建て
鉄筋コンクリート

⼀部鉄⾻造
5300.3㎡ 内装外材

H29 県南 ⽮祭町 ⽼⼈ホーム 軽費⽼⼈ホーム 櫻の苑 平成３０年９⽉ 平屋 ⽊造 1494.83㎡ 内装材・構造材

H29 会津 会津若松市 保育園 博愛会 ー 平屋
⽊造

⼀部鉄⾻造
ー ー

H30 会津 会津若松市 保育園 若松第⼆保育園 ー 平屋 ー ー 内装材
H30 県南 塙町 こども園 はなわこども園 平成３１年３⽉ 平屋 鉄⾻造 3130.68 ㎡ 内装材

H30 南会津 南会津町 消防庁舎
南会津地⽅広域市町村圏

組合新消防庁舎
令和元年12⽉ 3階建て 鉄⾻ラーメン構造 2985.38㎡ 内装材

R1 県南 ⽮吹町 複合施設 ⽮吹町複合施設 令和元年10⽉ 2階建て
鉄⾻造

⼀部⽊造
2,971㎡ 内装材・構造材

H27 県南 ⽩河市 集会所

H24 県南 ⽩河市 集会所

H26 県南

会津地域
　17件

南会津地域
　10件

県南地域
　20件

県中地域
　4件

県北地域
　5件

いわき地域
        0件

相双地域
　1件

会津地域
南会津地域
県南地域
県中地域
県北地域
いわき地域
相双地域

凡例

出典 ： 福島県森林環境交付金 （地域提案重点枠） データを基に作成

評価を行っている。その他に、伊藤らが行った「木質住

環境が人体に与える影響に関する研究（第１報）木質空

間における香気成分の影響」6）を含めた4つの研究文 6-9）

では、利用者を調査対象者としたものではなく、空間の

評価を実験などにより明らかにしたものである。上述の

ように、各種施設などを対象に調査研究が進めらている
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表 1　詳細が把握できた近年に森林環境交付金事業 （地域提案重点枠） で建設された福島県内の施設

図 1　平成 23 ～令和 1 年度の （地域提案重点枠） で

　　　 建設された福島県内の 7 地域区分別物件数

療施設の木質化に期待される効果や課題について考察す

ることを目的とする。

2. 既往研究

本論のように、木質化した空間に対する利用者の評価に

関する研究は、各種施設などを対象に調査が進められて

いる。例えば、教育施設では、福島らが行った「玉川村

小中学校における校舎内木質化工事が健康に及ぼした影

響」3）において、木材を利用することで、健康や精神の

状態が改善される可能性について、児童と教員を対象に

意識調査・保健室での統計による調査を行っている。また、

筆者らが行った「公共施設の木質化に関する研究-小学

校の教室空間に着目して-」4）では、児童・教員を対象に

木質化した小学校の印象評価について調査を行っている。

保育施設では、福島らが行った「内装木質化の保育室に

関する保育者による評価－保育室の内装木質化による保

育への効果に関する研究－」5）において、保育室の木材

使用割合で分類し、各保育室での保育方法や子供の様子

に対する保育者の相違から内装を木質化された保育室の

実施
年度

農林
事務所

市町村 建築種別 施設名 竣⼯年⽉ 階数 構造 延床⾯積 ⽊材使⽤

H24 県南 ⽮祭町 幼稚園 やまつりこども園 平成２５年９⽉ 平屋
⽊造

⼀部鉄筋コンクリート
⼀部鉄⾻造

1594.6㎡ 内外装材・構造材

集会所 ⼤倉⽮⾒ 平成２５年３⽉ 平屋 ⽊造 112.8㎡ 内装材・構造材
集会所 ⼆枚橋 平成２４年１２⽉ 平屋 ⽊造 110.0㎡ 内装材・構造材

H25 会津 湯川村 道の駅
道の駅あいづ

湯川・会津坂下
平成２６年10⽉ 平屋 ⽊造 1934.0 ㎡ 内装材・構造材

H26 県中 郡⼭市 福祉施設 希望ヶ丘学園 平成２８年２⽉ 平屋
⽊造在来

⼀部鉄⾻造
649.2㎡ 内外装材・構造材

⽩河市 集会所 集会所 東千⽥ 平成２７年３⽉ 平屋 ⽊造 75.8㎡ 内装材・構造材

⽮祭町 ⼩学校 ⽮祭⼩学校 平成２８年３⽉ ２階建て
鉄筋コンクリート

⼀部鉄⾻造
6027.3㎡ 内外装材

H26 会津 湯川村 役場庁舎 湯川村役場 平成２８年２⽉ ２階建て
鉄筋コンクリート

⼀部鉄⾻造
1840.8㎡ 内装材

H27 県北 国⾒町 道の駅 道の駅国⾒あつかしの郷 平成２９年３⽉ ２階建て 鉄⾻造 2785.8㎡ 内装材

H27 会津 会津若松市 幼稚園 北会津こどもの村幼保園 平成２８年２⽉ 平屋
⽊造

⼀部鉄筋コンクリート
2366.4㎡ 構造材・内装材

H27 県中 ⼩野町 集会所 ⼩野⼭神集会所 平成２７年１２⽉ 平屋 ⽊造 146.1㎡ 内装材・構造材
H27 南会津 南会津町 保育園 伊南保育所 平成２７年３⽉ 2階建て ⽊造 776.8㎡ 内外装材・構造材

集会所 旭町 平成２７年10⽉ 平屋 ⽊造 142.4㎡ 内装材・構造材
集会所 第⼀区 平成２８年５⽉ 平屋 ⽊造 138.3㎡ 内装材・構造材

集会所 東⼤⿊町 平成２８年６⽉ 平屋 ⽊造 106.8㎡ 内装材・構造材

H27 会津 ⻄会津町 ⼩学校 ⻄会津⼩学校 平成２７年３⽉ 2階建て
鉄筋コンクリート

⼀部鉄⾻造
5300.3㎡ 内装外材

H29 県南 ⽮祭町 ⽼⼈ホーム 軽費⽼⼈ホーム 櫻の苑 平成３０年９⽉ 平屋 ⽊造 1494.83㎡ 内装材・構造材

H29 会津 会津若松市 保育園 博愛会 ー 平屋
⽊造

⼀部鉄⾻造
ー ー

H30 会津 会津若松市 保育園 若松第⼆保育園 ー 平屋 ー ー 内装材
H30 県南 塙町 こども園 はなわこども園 平成３１年３⽉ 平屋 鉄⾻造 3130.68 ㎡ 内装材

H30 南会津 南会津町 消防庁舎
南会津地⽅広域市町村圏

組合新消防庁舎
令和元年12⽉ 3階建て 鉄⾻ラーメン構造 2985.38㎡ 内装材

R1 県南 ⽮吹町 複合施設 ⽮吹町複合施設 令和元年10⽉ 2階建て
鉄⾻造

⼀部⽊造
2,971㎡ 内装材・構造材

H27 県南 ⽩河市 集会所

H24 県南 ⽩河市 集会所

H26 県南

会津地域
　17件

南会津地域
　10件

県南地域
　20件

県中地域
　4件

県北地域
　5件

いわき地域
        0件

相双地域
　1件

会津地域
南会津地域
県南地域
県中地域
県北地域
いわき地域
相双地域

凡例

出典 ： 福島県森林環境交付金 （地域提案重点枠） データを基に作成

評価を行っている。その他に、伊藤らが行った「木質住

環境が人体に与える影響に関する研究（第１報）木質空

間における香気成分の影響」6）を含めた4つの研究文 6-9）

では、利用者を調査対象者としたものではなく、空間の

評価を実験などにより明らかにしたものである。上述の

ように、各種施設などを対象に調査研究が進めらている

が、医療施設の小児科診療所を対象に調査を行っている

ものは少ない。また、本研究はRC造から木造に改築され、

建替え前後の利用者の空間評価や意識調査を行っている

点などに独自性があると考える。

3. 調査概要

本研究では、医療施設の利用者評価を行うため、福島

県郡山市本町に所在する、医療法人仁寿会菊池医院を対

象に調査を実施した。本院は、令和2年度6月にRC造三

階建てから木造木造二階建ての診療所に改築した。建築

概要を図3に示す。

　新診療所では、現在の多様化する診療や活動に対応可

能な新たな拠点づくりが検討され、地域の子供たちの健

康を守り育て、地域の子育てを支援し、街を活性化する

などのコンセプトを中心に建築計画が進められた。その

主な建築的特徴の一つに木質化構法を活用した、開放的

な空間づくりが挙げられる。旧診療所（RC造）と比較す

ると、ロハススペースと示された、木質化された開放的

な待合室が建築されている。なお、新旧診療所ともに、

館内は全てのエリアを上足とし、エントランス部分で、

上下足の履き替えを行う。

　調査は、通院患者の保護者と診療所スタッフを対象に

新診療所（木造）と旧診療所（RC造）を比較する空間評

価に関するアンケートを行った。被験者である通院患者

の保護者と診療所スタッフは、診療所を利用する空間や

滞在時間が異なるため、個々に調査票を作成しアンケー

トを実施した。調査対象空間は、通院患者の保護者は主

に利用する待合室空間とし、診療所スタッフは診療所全

体を対象とした。通院患者の保護者対象のアンケート調

査は、2020年 10/19（月）～11/16（月）に実施しアンケー

トを300部回収した。また、診療所のスタッフ※1 へのア

図 3　建築概要

表 2　研究概要

 調査実施日  2020年　10/19（月）～11/16（月）

 調査対象施設  医療法人仁寿会菊池医院

 調査対象 通院患者の保護者

  方法 アンケート調査

  回収数   300部

  主な調査項目 ・旧病院と新病院の空間の比較
・木質空間について

 調査実施日  2021年  1/18（月）～1/23（土）

 調査対象施設  医療法人仁寿会菊池医院

 調査対象  診療所のスタッフ

  方法 アンケート調査

  回収数  配布部数：17部　回収部数：12部

  主な調査項目 ・SD法を用いた旧病院と新病院の空間の比較
・木質空間について

■新診療所概要
・延床⾯積：654.81㎡
・機能：診療所＋病児保育
・竣⼯年：2020年

■旧診療所概要
・延床⾯積：約520.07㎡
・機能：診療所＋病児保育
・竣⼯年：1986年

■平⾯図

■平⾯図
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ンケートは2021年 1/18（月）～1/23（土）に実施し、17

人のスタッフに配布し12部回収した。

4. 調査結果と分析

アンケート調査は、空間評価に関する設問に対し、「非

常にそう思う・そう思う・どちらともいえない・そう思

わない・全くそう思わない」の5段階評価を設定し、そ

の理由選択を基に要因について回答を得た。また、要因は、

（　）に回答実数を示す。

4-1. 来院者 （保護者） 意識調査　

(1) 新旧診療所の空間評価について

ここでは、施設利用者である通院患者の保護者を対象

に新診療所と旧診療所を比較し空間評価を行った。また、

結果を図4に示す。

　まず、「診療所らしくないと思いますか」という設問で

は、現在の診療所について、約半数の45％（回答肢：そ

う思う／非常にそう思うの合計）が診療所らしくないと

回答した。一方、以前の診療所をみると、4％（回答肢：

そう思う／非常にそう思うの合計）が診療所らしくない

と回答していることがわかる。このことから、木質化し

た新診療所は、RC造の旧診療所と比較すると診療所らし

くない空間であると回答した人の割合が多いことがわか

る。また、その要因は、「窓が開放的（121）」「壁や床な

どの素材（95）」「吹抜や天井の高さ（53）」といった、空

間構成や木質化された素材に対して肯定的に捉える回答

が多いことを把握した。

　次に、「受診以外で来たいと思いますか」という設問

では、現在の診療所について、全体の75％（回答肢：そ

う思う／非常にそう思うの合計）が受診以外で来たいと

思っていることを把握し、全体的に高い評価をしている

ことを把握した。一方、以前の診療所では、19％（回答

肢：そう思う／非常にそう思うの合計）が来たいと回答し、

現在の診療所と比較すると肯定的な回答が少ないことが

わかる。現在の診療所において受診以外で来たいと思う

要因として、「開放的で気持ちが良い（121）」「本が面白

い（80）」「広くてのびのびできる（79）」などの回答を得た。

これらは空間的な心地よさや木にふれたいという思いが

影響しているものと考えられる。

　また、「待合室はリラックスできる空間ですか」という

設問では、現在の診療所が96％（回答肢：そう思う／非

常にそう思うの合計）がリラックスできる空間であると

回答し、以前の診療所と比較すると新診療所がより肯定

的な結果がみられた。その要因では、前述の設問同様、

空間的評価および木質空間に対する肯定的な回答を行っ
図 4 通院患者の保護者による新旧診療所の空間比較評価

ている。

　さらに、「待合室のにおい（香り）は良いですか」いう

設問では、現在の診療所の香に対し、非常に高い評価を

行っていることがわかる。また、その要因は、「木の香り

がする（181）」が最も多く、内装木質化によって木の香

りが放出されていることが影響していると考えられる。

(2) 木質化された現在の診療所の空間評価

ここでは、新たに改築され木質化された診療所空間の

評価を行った。結果を図5に示す。

　まず、「診療所が木の空間に変わって良かったと思いま

すか」という設問では、90％（回答肢：そう思う／非常

にそう思うの合計）以上が肯定的な評価であることがわ

かる。その要因からは、「あたたかみがある（181）」最も

回答が多く、次に「明るく感じる（151）」、「自然な感じ

（110）」、「落ち着く（107）」「香りが良い（73）」「（他には

ない）特別な感じがする（20）」と回答を得た。

　次に「待合室が木の空間に変わってあなたの行動に変

現在 以前

Q診療所らしくないと思いますか。

Q受診以外で来たいと思いますか。

Q待合室はリラックスできる空間ですか。

Q　待合室のにおい（香り）は良いですか。
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りが放出されていることが影響していると考えられる。
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ここでは、新たに改築され木質化された診療所空間の

評価を行った。結果を図5に示す。

　まず、「診療所が木の空間に変わって良かったと思いま

すか」という設問では、90％（回答肢：そう思う／非常
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かる。その要因からは、「あたたかみがある（181）」最も

回答が多く、次に「明るく感じる（151）」、「自然な感じ

（110）」、「落ち着く（107）」「香りが良い（73）」「（他には

ない）特別な感じがする（20）」と回答を得た。
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図 5木質化された診療所の空間評価

図 6 スタッフによる新旧診療所の空間比較評価

図7　スタッフによる木質化された診療所の空間評価

化」という設問では、保護者と子供の双方ともに約80％

（回答肢：そう思う／非常にそう思うの合計）が行動に変

化があったと回答した。その要因は、保護者が「スリッ

パや上履きを履かない（136）」など木に触れる行動変化

がみられた。また、子供では「良く遊ぶ（97）」「スリッ

パや上履きを履かない（91）」「本をよく読む（80）」など

の行動変化がみられ、リラックスした状態にあることが

推察できる。

4-2. 診療所スタッフの意識調査

(1) 新旧診療所の空間評価について

ここでは、日常的に施設を利用している診療所スタッ

フを対象に新診療所と旧診療所で空間評価分析を行い、

比較する。結果を図6に示す。

　まず、「診療所らしくないと思いますか」という設問で

は、現在の診療所について約90％（回答肢：そう思う／

非常にそう思うの合計）が診療所らしくないと回答した。

その要因は、「壁や床などの素材（8）」「窓が開放的（7）」

といった回答がみられ、来院者アンケート結果同様、木

質の内装や開放的な空間構成が影響したものと考える。

一方、以前の診療所は、診療所らしくないという回答は

得られなかった。

　次に、「休憩時間にリラックスできる空間でしたか」と

いう設問では、現在の診療所について66％（回答肢：そ

う思う／非常にそう思うの合計）がリラックス出来ると

回答している。その要因では「落ち着く（5）」「木の香り

が良い（4）」といった回答を得た。一方、以前の診療所は、

41％（回答肢：そう思う／非常にそう思うの合計)がリ

ラックス出来ると回答しおり、現在の診療所と比較する

とやや低い評価と。

(2) 木質化された診療所の空間評価

ここでは、木質化された診療所空間の評価分析を行っ

た。結果を図7に示す。

　まず、 「診療所が木の空間に変わって良かったと思いま

すか」という設問では、すべての回答で肯定的な評価を

得たことがわかる。また、その肯定的な回答を選択した

要因は、「明るく感じる（9）」「あたたかみがある（8）」「自

然な感じ（8）」などであった。

　次に、 「クリニックが木の空間に変わってあなたの行動

に変化があったと思いますか」という設問では、75％（回

答肢：そう思う／非常にそう思うの合計）が行動に変化

があったと回答し、その要因をみると、「スリッパや上履

きを履かない（6）」「壁や床にふれる（5）」「（休憩時間な

どに）長く滞在する（5）」などがあげられ、木に触れる

行動に関する回答を多く得た。

(3) 新旧診療所の印象評価

ここでは、内装木質された現在の診療所とRC造の以前

の診療所の印象評価を比較した。結果を図8に示す。

　その結果、全体的に木質化された現在の診療所が旧診

療所と比較し、評価が高いと分かる。特に、「開放的な-

閉鎖的な」「触り心地の良い-悪い」「暖かい-つめたい」

などの形容詞対において、肯定的な結果が見られた。こ

の中で、「開放的な-閉鎖的な」以外の2つの形容詞対は、

木質化が評価に大きく影響したしていることが推測され

る。一方、「汚れにくい-汚れやすい」では大きな差が見

Q　病院が木の空間に変わって
   良かったと思いますか。

Q　待合室が木の空間に変わって
 あなたの行動に変化があったと
 思いますか。

Q　待合室が木の空間に変わって
 子供の行動に変化があったと
 思いますか。

Q　診療所が木の空間に
 変わって良かったと思い

   ますか。

Q　診療所が木の空間に
 変わってあなたの行動に変化
 があったと思いますか。

17%
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0%0% 0%

N＝12
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0% 0%0% 0%

N＝12

現在 以前

Q病院らしくないと思いますか。
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0%
0%
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られないことから、メンテナンスに対する印象には差異

がないことがわかる。

5. まとめ

本研究では、上述した分析を通して、主に以下のこと

を明らかにした。

① 通院患者の保護者の建築空間の評価は、受付や待

合室はじめ全体の雰囲気・快適性の評価など、全体的に

RC造の旧診療所と比較して改築された木造・木質内装の

診療所の方が高い評価がみられた。さらに、木質化に関

するアンケートの回答結果に着目すると、改築前比べて、

スリッパや上履きを履かないといった回答も多く、吹き

抜けや天井・窓による開放感のみならず、壁や床などの

素材や木と触れ合えるなど、行動に違いが確認出来た。

② 通院患者の保護者から見た子供の行動についても、

スリッパや上履きを履かないことや待合室で壁や床に触

れたり、よく本を読むといった行動変容に関する要因な

ど、木質化が小児の心理・行動にも良い影響を与えてい

ることが推察できた。

③ 診療所で働くスタッフの改築による印象評価も全

体として良い評価になる傾向があったが、特に、開放性

や広さのみならず、明るさ、見た目や暖かさなど木質内

装が影響しそうな項目が良い評価となった。また、木質

化に関するアンケートの回答結果に着目すると、木の空

間に変わって、自然な感じや香りの良さの指摘も多く、

結果的に、スリッパや上履きを履かず壁や床に触れる機

会も増える様な行動変容につながっている。
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注釈

※1アンケート調査は、管理栄養士1名、看護師4名、保育士8名、事

務4名の計17名のスタッフを対象に実施した。

図8　スタッフによる新旧診療所の印象評価
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